
1．早寝・早起き・朝の散歩の生活実践
2．這う運動によりからだの全体発達を促す。
3．真のノーマライゼーションの追求
4．なによりも日中を楽しく充実して過ごす。

1日の生活リズムを大切にし、
「眠ること」「食べること」「遊びきること」が
できるようにしていきます。
子どもたちの誰もが生き生きと生活でき、
全体発達を保証できる場を提供します。

24時間の生体リズムを大切にし、生
き生きとした生活が送れるように家
庭と連携していきます。野菜中心の
手作りの給食やおやつを提供してい
ます。 毎日、体操を実施することで体をほ

ぐし、はいはい遊びや滑り台の逆さ
登り、登り棒で全身の筋力を育てて
いきます。

生活の流れの中で、身の回りのこと
が自分自身でできるようにしていき
ます。また、生活や遊びの中で色や
形、数等の興味を持って、認識して
いけるように取り組んでいきます。

首の立ち直り、腕の力をつけ言葉に
つなげます。また、本読み、みたてつ
もり遊び等、笑顔で楽しみながら話
かけていきます。

あやし遊びで向かい合い、声を上げ
笑いあう関係をつくっていきます。
また、ちょうだい遊びで人との関わり
を深めていきます。
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